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研究課題名 型肝炎に対する樹状細胞の機能制御による細胞免疫療法の開発C

研究の概要等 型慢性肝炎では 型肝炎ウイルスに対する 細胞応答が十分に起こらないことC C T

が知られており、このことがウイルスの持続感染や 治療に対する抵抗性の少なIFN

くとも一部に関与している。我々は 型慢性肝炎ではその基盤的免疫異常のひとつC

として種々の樹状細胞機能が低下していることを明らかにしてきた。樹状細胞は

細胞を活性化し得る生体内で最も強力な抗原提示細胞であるとともに、先天naïve T

免疫に関与する免疫細胞の活性化やその後の獲得免疫応答の量と質を決定する上で

重要な免疫調節作用を有することが近年注目されている。本研究課題では、 型肝C

炎にみられる樹状細胞機能の低下の原因を明らかにし、樹状細胞機能の低下により

引き起こされる免疫異常の詳細について解析することを計画している。さらに、樹

状細胞機能を遺伝子導入や薬剤投与により制御する方法を開発し、これにより 型C

肝炎でみられる免疫応答不全の回復を図ることにより、ウイルス排除を目指した新

規の免疫治療法の開発につなげていくことを予定している。
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）
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